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Ⅱ－２ 障がい児調査 
１．本人の状況について 
（１）性別 
問１ あなたの性別に〇をつけてください。 

性別は、「男性」が64.6％と高く、「女性」が35.0％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-1 性別（N=526） 

無回答
0.4%

女

35.0%

男
64.6%

 

 

（２）年齢 
問２ あなたの年齢について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

年齢は、「10歳～14歳」が32.7％と最も高く、次いで「５歳～９歳」が30.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-2 年齢（N=526） 

10.1

30.8

32.7

21.1

0.2

5.1

0 10 20 30 40

３歳未満

３歳～４歳

５歳～９歳

10歳～14歳

15歳以上

無回答

%

 



- 28 - 

 

（３）生活している場所 
問３ あなたは、現在どこで生活していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活している場所は、「家族の持ち家」が50.6％と最も高く、次いで「民間のアパートなど」が35.9％となっ

ている。 

 

図表Ⅱ-2-3 生活している場所（N=526） 

35.9

6.5

2.5

2.3

1.7

0.2

0.4

50.6

0 10 20 30 40 50 60

家族の持ち家

民間のアパートなど

市営住宅や道営住宅、公団の住宅

学校の寮

入所施設

病院に入院中

その他

無回答

%

 

 

（４）障がい者手帳の種類 
問４ あなたが持っている障がい者手帳の種類はどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がい者手帳の種類は、「身体障害者手帳 1級または2級」が44.9％と最も高く、次いで「療育手帳Ｂ
－

」が

27.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-4 障がい者手帳の種類（複数回答、N=526） 

6.5

4.2

25.3

9.1

27.8

0.2

44.9

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳　1級または2級

身体障害者手帳　3級または4級

身体障害者手帳　5級または6級

療育手帳　Ａ(最重度又は重度)

療育手帳　Ｂ(中度)

療育手帳　Ｂ(軽度)

無回答

%
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２．世帯の状況について 
（１）一緒に住んでいる家族の人数 
問５ 家族のことについておしえてください。 

(1)  あなたは何人家族ですか。 

一緒に住んでいる家族の人数は、「４人」が39.9％と最も高く、次いで「５人以上」が25.7％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-5 一緒に住んでいる家族の人数（N=526） 

8.7

25.5

39.9

25.7

0.2

0.0

0 10 20 30 40

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明

%

 

 

（２）一緒に住んでいる人 
問５ 家族のことについておしえてください。 

(2) 一緒に住んでいる人はだれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

一緒に住んでいる人は、「母」が94.3％と最も高く、次いで「父」が77.6％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-6 一緒に住んでいる人（複数回答、N=526） 

94.3

64.6

8.7

1.9

2.1

0.4

77.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

父

母

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他

いない（ひとり暮らし、施設入所など）

無回答

%
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（３）世帯の年収 
問５ 家族のことについておしえてください。 

(3)  平成21年の、あなたの世帯の年収はどれくらいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

世帯の年収は、「300万円未満」が35.0％と最も高く、次いで「300万円～500万円未満」が25.1％となってい

る。 

図表Ⅱ-2-7 世帯の年収（N=526） 

25.1

22.2

9.3

2.5

5.9

35.0

0 10 20 30 40

300万円未満

300万円～500万円未満

500万円～700万円未満

700万円～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

%

 
 

３．日常生活の状況について 
問６ あなたは、日常生活の中で、次の項目をひとりでできますか。それぞれの項目についてあてはまる番号１

つに○をつけてください。 

（１）家の中の移動 
家の中の移動は、「ひとりでできる」が 73.8％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要

とする）」が15.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-8 家の中の移動（N=526） 

ひとりで

できない

（全面的に介助

を必要とする）

15.8%

無回答

0.2%

介助を少し

必要とする

6.3%

ひとりでできる

73.8%

時間はかかるが

ひとりでできる

4.0%
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（２）入浴 
入浴は、「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が36.3％と最も高く、次いで「ひとりでできる」

が32.7％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-9 入浴（N=526） 

時間はかかるが

ひとりでできる

10.1%

ひとりでできる

32.7%

介助を少し

必要とする
20.5%

無回答

0.4%

ひとりでできない

（全面的に介助を

必要とする）

36.3%

 

 

（３）食事 

食事は、「ひとりでできる」が46.8％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」

が21.7％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-10 食事（N=526） 

時間はかかるが

ひとりでできる
15.4%

ひとりでできる

46.8%

介助を少し

必要とする

15.8%

無回答

0.4%

ひとりでできない

（全面的に介助を

必要とする）

21.7%
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（４）トイレ 

トイレは、「ひとりでできる」が46.0％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」

が31.7％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-11 トイレ（N=526） 

時間はかかるが

ひとりでできる

7.4%

ひとりでできる

46.0%

介助を少し

必要とする

14.3%

無回答

0.6%

ひとりでできない
（全面的に介助を

必要とする）

31.7%

 

 

（５）寝返り 

寝返りは、「ひとりでできる」が84.0％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」

が10.6％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-12 寝返り（N=526） 

ひとりでできない

（全面的に介助を
必要とする）

10.6%

無回答

0.4%

介助を少し

必要とする

2.5%

ひとりでできる
84.0%

時間はかかるが
ひとりでできる

2.5%
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（６）着替えや洗顔、歯みがきなど 

着替えや洗顔、歯みがきなどは、「ひとりでできる」が37.6％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的

に介助を必要とする）」が29.3％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-13 着替えや洗顔、歯みがきなど（N=526） 

ひとりでできない

（全面的に介助を

必要とする）
29.3%

無回答

0.2%

介助を少し

必要とする

18.3%

ひとりでできる
37.6%

時間はかかるが

ひとりでできる
14.6%

 

 

４．障がい福祉サービスについて 
（１）障がい福祉サービス（障害者自立支援法）の利用 

問７ あなたは、現在、障がい福祉サービス（障害者自立支援法）を利用していますか。 

障がい福祉サービス（障害者自立支援法）の利用は、「利用している」が 47.5％と最も高く、次いで「利用し

ていないが、今後利用したい」が31.2％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-14 障がい福祉サービス（障害者自立支援法）の利用（N=526） 

無回答

4.2%

利用したいと

思わない

17.1%

利用している

47.5%

利用していないが、

今後利用したい

31.2%
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問7-1 あなたや保護者の方は、現在受けている障がい福祉サービス（障害者自立支援法）に満足していますか。

それぞれの項目についてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

（２）満足度【支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）】 

支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）は、「おおむね満足している」が 41.6％と最も高く、次いで

「満足している」が27.2％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-15 満足度【支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）】（N=250） 

満足していない

15.6%

無回答

1.6%

あまり

満足していない

14.0%

満足している

27.2%

おおむね

満足している
41.6%

 

 

（３）満足度【サービスの内容】 

サービスの内容は、「おおむね満足している」が44.0％と最も高く、次いで「あまり満足していない」が21.6％

となっている。 

 

図表Ⅱ-2-16 満足度【サービスの内容】（N=250） 

おおむね
満足している

44.0%

満足している

19.6%

あまり

満足していない

21.6%

無回答

1.6%

満足していない

13.2%
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（４）満足度【ヘルパーの技術】 

ヘルパーの技術は、「おおむね満足している」が51.6％と最も高く、次いで「満足している」が25.2％となっ

ている。 

 

図表Ⅱ-2-17 満足度【ヘルパーの技術】（N=250） 

満足していない

2.8%

無回答

6.0%

あまり

満足していない
14.4%

満足している

25.2%

おおむね

満足している

51.6%

 
 

（５）満足度【事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）】 

事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）は、「おおむね満足している」が 51.2％と最も高く、次い

で「満足している」が30.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-18 満足度【事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）】（N=250） 

おおむね

満足している

51.2%

満足している
30.8%

あまり

満足していない

12.4%

無回答

1.2%満足していない

4.4%
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（６）支払っている利用者負担額の負担感 

問7-2 保護者の方にお聞きします。現在支払っている利用者負担について、どう思いますか。あてはまるもの

１つに○をつけてください。 

支払っている利用者負担額の負担感は、「負担ではあるが、なんとかやりくりしている」が44.4％と最も高く、

次いで「これくらいの負担はやむをえないと思う」が28.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-19 支払っている利用者負担額の負担感（N=250） 

現在の負担は苦しく、

やりくりがむずかしい

9.6%

無回答
2.8%

負担ではあるが、

なんとか

やりくりしている

44.4%

特に負担とは感じない

14.4%

これくらいの負担は

やむをえないと思う
28.8%

 

 

（７）福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

問８ あなたや保護者の方は、福祉サービスを利用しやすくするために、どのようなことが必要だと思いますか。

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

福祉サービスを利用しやすくするために必要なことは、「利用の手続きが早くてかんたんであること（利用手続

きの簡素化、迅速化）」が65.4％と最も高く、次いで「緊急時に対応してくれること」が57.4％となっている。 
 

 

図表Ⅱ-2-20 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと（複数回答、N=526） 

46.8

51.3

23.8

54.6

47.7

39.0

57.4

29.5

19.8

10.3

65.4

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

利用の手続きが早くてかんたんであること

（利用手続きの簡素化、迅速化）
サービスを利用できる際の窓口が

わかりやすいこと

利用者負担を見直すこと

プライバシーが守られること

利用できる回数や時間が増えること

早朝・夜間・休日に利用できること

ヘルパーや施設職員が親切に

対応してくれること（資質の向上）

緊急時に対応してくれること

交通の便がよいこと

サービスメニューがいろいろあること

その他

無回答

%
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５．外出について 
（１）外出頻度 

問９ あなたは、普段どのくらい外出しますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

外出頻度は、「ほぼ毎日（週に４日以上）」が76.8％と最も高く、次いで「週に２～３日」が11.4％となってい

る。 

 

図表Ⅱ-2-21 外出頻度（N=526） 

11.4

4.9

3.4

1.3

1.5

0.6

76.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ほぼ毎日（週に４日以上）

週に２～３日

月に４～５日

月に２～３日

年に数回

まったく外出しない

無回答

%

 
 

（２）外出する時に利用する主な乗り物 

問9-1 外出する時に利用する乗り物は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する時に利用する主な乗り物は、「自家用車」が71.5％と最も高く、次いで「バス」が38.8％となってい

る。 

 

図表Ⅱ-2-22 外出する時に利用する主な乗り物（複数回答、N=515） 

34.6

38.8

12.2

14.6

5.2

71.5

11.8

9.1

0.2

0.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

市電

地下鉄

バス

ＪＲ（鉄道）

タクシー

福祉タクシー
（車いす用リフト、寝台車など）

自家用車

自転車

乗り物はほとんど利用しない

その他

無回答

%
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（３）主な外出目的 

問9-2 外出の目的は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

主な外出目的は、「通学・通園」が74.6％と最も高く、次いで「買い物」が56.1％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-23 主な外出目的（複数回答、N=515） 

13.6

30.9

4.7

16.3

74.6

45.0

19.2

1.2

2.3

56.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

買い物

友だちなどの家

あそび

スポーツ

習い事

通学・通園

通院

施設等への通所

その他

無回答

%

 

 

（４）主な外出同伴者 

問9-3 だれと一緒に外出することが多いですか。主な方を２人まで選んで○をつけてください。 

主な外出同伴者は、「家族」が92.0％と最も高く、次いで「ヘルパー・ガイドヘルパー」が24.5％となってい

る。 

 

図表Ⅱ-2-24 主な外出同伴者（複数回答、N=515） 

9.1

1.4

24.5

0.6

13.4

4.3

92.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家族

友だち

ボランティア

ヘルパー・ガイドヘルパー

その他

ひとりで外出する

無回答

%
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（５）外出する際に困っていること 

問9-4 外出する際に、困っていることは何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する際に困っていることは、「安心して利用できる施設、トイレが少ない」が 26.6％と最も高く、次いで

「特にない」が26.0％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-25 外出する際に困っていること（複数回答、N=515） 

21.6

26.6

12.6

6.8

20.2

13.6

14.8

11.3

26.0

8.5

15.3

0 10 20 30

外出を介助してくれる人がいない

安心して利用できる交通機関、

駐車場などが少ない

安心して利用できる施設、トイレが少ない

歩道が歩きにくい（移動しにくい）

駅や道路の案内や表示がわかりづらい

交通費がかかる

人の目が気になる

困った時に周囲の人が助けてくれない

その他

特にない

無回答

%

 
 
６．学校・日中の過ごし方など 
（１）平日昼間の過ごし方 

問10 あなたは、平日の昼間を主にどこで過ごしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

平日昼間の過ごし方は、「保育園や幼稚園、学校に通っている」が 76.8％と最も高く、次いで「自宅で過ごし

ている」が14.3％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-26 平日昼間の過ごし方（N=526） 

その他

1.0%

無回答

0.4%

福祉施設に

通所・入所している
7.6%

自宅で過ごしている

14.3%

保育園や幼稚園、

学校に通っている

76.8%
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（２）子供の当面（直近）の進路 

問11 あなたは、当面（直近）の進路として何を希望していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

子供の当面（直近）の進路は、「特別支援学校（小・中・高）」が28.9％と最も高く、次いで「小・中学校（特

別支援学級）」が17.1％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-27 子供の当面（直近）の進路（N=526） 

1.3

7.2

14.3

17.1

28.9

6.1

3.6

5.3

0.6

0.8

2.7

0.4

1.0

2.7

1.7

6.5

0 10 20 30

療育を受けられる施設への通所

療育を受けられる施設への入所

保育園、幼稚園

小・中学校（通常の学級）

小・中学校（特別支援学級）

特別支援学校（小・中・高）

高等学校

専門学校、短大、大学

訓練や作業のできるところへの通所

訓練や作業のできるところへの入所

職業訓練校などでの技術習得

一般就労

家で過ごしたい

特に考えていない

その他

無回答

%

 
 
７．生活の場について 
問12 あなたは将来、どのような場所で生活したいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活したい場所は、「持ち家（一戸建て・分譲マンション）」が49.0％と最も高く、次いで「グループホーム・

ケアホームなど」が13.5％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-28 生活したい場所（N=526） 

8.2

7.2

5.3

13.5

6.5

1.7

8.6

49.0

0 10 20 30 40 50

持ち家

（一戸建て・分譲マンション）

民間のアパートなど
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その他

無回答

%
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８．今後の教育や療養について 
問13 保護者の方にお聞きします。今後の教育や療育について、どのような点に力を入れるべきだと思いますか。

あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

今後の教育や療育については、「義務教育終了後の進路（就職先など）の確保」が 54.9％と最も高く、次いで

「障がいに応じた教育内容の充実」が41.8％となっている。 
 

図表Ⅱ-2-29 今後の教育や療育について（複数回答、N=526） 
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その他

無回答

%

 
 
９．障がいのある人に対する理解について 
（１）障がいのある人に対する市民の理解度 

問14 あなたや保護者の方は、障がいのある人に対する市民の理解が深まってきていると思いますか。あてはま

るもの１つに○をつけてください。 

障がいのある人に対する市民の理解が深まっていると思うかについては、「あまりそう思わない」が 34.4％と

最も高く、次いで「どちらともいえない」が33.5％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-30 障がいのある人に対する市民の理解度（N=526） 
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（２）障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 

問15 あなたはこれまでに、障がいがあるために差別をうけたり、いやな思いをしたことがありますか。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無は、「ある」が67.9％と高く、「ない」が29.7％となってい

る。 

 

図表Ⅱ-2-31 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無（N=526） 
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（３）障がいがあるために受けた差別やいやな思い 

問15-1 それはどのようなことですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いは、「いやなことを言われた」が 72.8％と最も高く、次いで「じ

ろじろと見られた」が72.5％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-32 障がいがあるために受けた差別やいやな思い（複数回答、N=357） 
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無回答

%
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（４）障がい者への理解を深めるために必要なこと 

問16 あなたや保護者の方は、障がいのある人への理解が深まるためには、今後どのようなことが必要だと思い

ますか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

障がい者への理解を深めるために必要なことは、「福祉教育の充実」が 75.7％と最も高く、次いで「ボランテ

ィアの育成」が52.1％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-33 障がい者への理解を深めるために必要なこと（複数回答、N=526） 
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特にない

無回答

%
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10．今後の生活について 

問17 あなたや保護者の方は、今後あなたが希望する生活をするためには、どのようなことがあればよいと思い

ますか。あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

希望する生活をするためにあればよいことは、「高齢になっても安心して生活できること」が 40.3％と最も高

く、次いで「困ったときに相談を聞いてくれて、わからないことを教えてくれる場所」が31.2％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-34 希望する生活をするためにあればよいこと（複数回答、N=526） 
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特になし

無回答

%

 

 


